
令和６年度 学校教育目標 

                                安城市立二本木小学校 

１ 校  訓  仲よく ― みんな仲よく元気で伸びていく子 ― 

 

２ 教育目標  描こう✌自分の未来  創ろう      みんなの学校 （第１年次） 

正解のない次代を生きる児童が､多様な国籍・文化・環境下でここ二本木小学校をふるさととして集まり､共に学んでいます。

この機会を生かして自身のルーツを大切にし､ふるさと二本木を愛し､友達と「仲よく」することこそ本校で過ごす意味があります。 

本校での学校生活を通した「自立」「自律」の育成により自分の未来を描き、仲間と共にウェルビーイングを求めて「共創」して

いく教育活動を通して児童を中心にした「みんなの学校」を創り上げれば、児童は次代の主人公として社会に積極的に参画す

ることができるはずです。本校は、そんな児童育成を目指した進取の精神に読んだ教育活動を展開していきます。 

 

３ 今年度の重点方針 

 「自律した未来の開拓者」 ～自分で正しく判断し、自らの意思で責任をもって行動する力～ 

・生命を大切にし、いじめや差別なく「仲よく」生活することを何よりも重視します 

・健康・安全に重きを置き、生命を守る積極的な取り組みを展開します 

・常に児童を中心に据えた学校経営を展開し、自律と自立を意識した指導に心がけます 

・社会のルールを大切にし、自ら考え、自ら判断し、自分の生活や行動に責任を持ちます 

 「自立した学習者」 ～自ら主体的に考え、仲間と対話を通して深く学び続ける力～ 

・自ら主体的に学び、常に仲間と共にかかわり、深く考え続ける学びの仕組みを確立します 

・学びを通して教科の力をつけるべく、多様な場での自らの学びのスタイルを提案します 

 「未来を共創する主役」 ～仲間と共に次代の多文化共生・協働社会を創り上げる力～ 

・家庭・地域と学校の連携を進め、家庭・地域の教育力を生かす機会を設定します 

・地域や人に学ぶ体験的な学習を取り入れ、本気になって取り組む学習活動を展開します 

・予測できない未来にも対処する基礎としての道徳教育の充実を図ります 

 「ウェルビーイングな社会の構成者」 ～多様な視点を持ち、みんなのWin=Winを求め続ける力～ 

・児童が自信を持ち、ポジティブで互いに支え合える学校と学習環境づくりを進めます 

・児童や教職員にとって学校が健康で幸福な学びの場となるよう心身の健康を図ります 

・効果的な教育研究による改善・進歩を通した教育の質的充実と向上をめざします 

・児童・教職員・保護者・地域の良好なコミュニケーションの促進と協力体制をつくります 

・安全で楽しく学ぶことができる潤いと魅力のある教育環境づくりをすすめます 

・すべての児童と教職員が尊重され、多様性を受け入れる学校文化の育成を図ります 
 

４ 研究目標  チームで心をひとつに❤ 
～認め合い、高め合い、深め合える子の育成を目指して～ 

  ・協動的な学びを通して多様な価値観に触れ、自分の考えをより深める活動を大切にします 
  ・他とかかわり合う様々な活動を学級等で展開し、共に過ごす仲間との関係性を育てます 
  ・学習活動全てに研究で深めていく学びのシステムを取り入れ、学ぶ姿勢を定着させます 
  ・個別最適な学びの展開への今後の布石として、学年・学級での多様な学習を展開します 
  ・学びのツールとしてのＩＣＴを活用し、個別最適な学び・協動的な学びを支えます 
 
５ 生活目標 自慢したくなる｢みんなの学校」～誰一人取り残さない成長･教育･仲間の保障～ 
  ・友達や仲間の心を思い大切にする姿勢を醸成し、不安を抱えた際の伝達方法を整えます 
  ・何よりもわたしの心をいつも大切にし、相談体制の構築と解消のための方策を整えます 
  ・ふるさと二本木の心を地域・家庭・学校が手を取り合って育てていきます 
 
６ 多文化共生の目標（Goal of UNESCO SCHOOL（Plan to apply） realizing a multicultural school）  

Pride your Identity, Love our Hometown, and “NAKAYOKU” with everyone. 
～自分に誇りをもち､わたしたちのふるさと二本木を愛し､みんなと「仲よく」しよう～   


